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河
口
慧
海
著
「
正
員
備
教
』
直
筆
原
稿
に
つ
い
て
客
員
研
究
員
飯
塚
勝
重
は
じ
め
に
こ
の
度
、
東
洋
大
学
図
書
館
に
、
河
口
慧
海
著
「
正
異
悌
教
』
(
古
今
書
院
・
一
九
三
六
(
昭
和
一
こ
年
八
月
刊
)
に
か
か
わ
る
著
者
の
直
筆
原
稿
お
よ
び
こ
れ
に
関
係
す
る
書
簡
類
数
点
が
納
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治
中
期
、
当
時
の
チ
ベ
ッ
ト
へ
正
し
い
釈
迦
の
伝
記
と
仏
典
を
求
め
、
苦
難
の
旅
を
続
け
、
『
西
蔵
旅
行
記
』
の
著
書
に
よ
っ
て
一
躍
有
名
に
な
っ
た
河
口
慧
海
は
、
哲
学
者
井
上
円
了
が
創
設
し
た
哲
学
館
に
学
ん
だ
こ
と
で
も
つ
と
に
有
名
で
あ
っ
た
。
超
人
的
な
実
践
と
学
究
に
よ
っ
て
日
本
チ
ベ
ッ
ト
学
の
第
一
人
者
と
な
っ
た
河
口
は
そ
の
晩
年
、
僧
籍
を
脱
し
、
さ
ら
に
一
九
二
五
(
大
正
一
五
)
年
に
は
還
俗
を
発
表
し
た
。
同
年
九
月
刊
行
し
た
『
在
家
悌
教
』
(
世
界
文
庫
刊
行
会
)
は
、
河
口
自
身
の
深
く
内
省
す
る
魂
の
叫
び
で
あ
る
と
と
も
に
、
当
時
の
社
会
に
向
か
っ
て
悌
教
の
本
義
に
帰
る
べ
き
と
す
る
警
告
の
書
で
も
あ
っ
た
。
河
口
が
さ
ら
に
そ
の
主
義
、
主
張
を
深
め
集
大
成
し
た
著
作
こ
そ
が
『
正
員
悌
教
』
あ
っ
た
。
そ
の
直
筆
原
稿
の
所
在
が
わ
か
り
、
筆
者
に
紹
介
の
労
を
取
ら
れ
た
の
は
畏
友
神
田
神
保
町
・
三
茶
書
房
社
主
幡
野
武
夫
氏
(
法
学
部
・
昭
和
四
三
卒
)
で
あ
る
。
平
成
二
二
年
四
月
末
、
た
ま
た
ま
同
書
庖
で
河
口
の
著
書
を
手
に
取
ら
れ
て
い
た
婦
人
が
、
自
宅
に
河
口
ゆ
か
り
の
原
稿
が
あ
る
と
の
話
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
な
お
、
文
中
に
河
口
慧
海
の
名
が
多
く
出
る
が
、
特
別
の
場
合
を
除
き
、
尊
敬
を
込
め
て
、
単
に
河
口
と
略
称
し
た
こ
と
、
ま
た
文
中
に
出
る
多
く
の
方
々
に
つ
い
て
も
敬
称
を
略
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
た
い
。
車
筆
「
原
稿
」
の
確
認
紹
介
を
受
け
、
直
接
連
絡
を
取
っ
た
の
は
、
神
奈
川
県
藤
沢
市
の
片
瀬
海
岸
に
住
ま
わ
れ
る
小
山
田
知
子
さ
ん
で
あ
り
、
ご
自
宅
に
長
く
「
原
稿
」
を
保
存
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
直
接
お
伺
い
し
て
お
話
を
す
る
こ
と
と
し
た
が
、
そ
の
直
後
は
筆
者
の
か
か
わ
る
他
の
業
務
に
忙
殺
さ
れ
、
正
式
な
訪
問
は
八
月
の
半
ば
と
な
っ
た
。
猛
暑
の
中
、
小
田
急
の
終
点
江
ノ
島
で
降
り
、
閑
静
な
住
宅
街
の
中
に
あ
る
一
軒
に
お
訪
ね
し
た
。
当
日
、
小
山
田
さ
ん
は
、
母
の
佐
伯
ま
さ
子
さ
ん
と
ご
一
緒
に
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
残
さ
れ
た
河
口
ゆ
か
り
の
品
々
を
手
元
に
し
て
、
お
二
人
か
ら
河
口
と
は
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
合
い
が
あ
っ
た
か
な
ど
を
詳
し
く
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。
当
日
、
筆
者
が
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
標
題
の
河
口
慧
海
直
筆
「
原
稿
」
お
よ
び
六
種
類
の
直
筆
書
簡
と
三
種
類
の
関
係
す
る
書
簡
類
で
あ
っ
た
。
河
口
の
書
体
は
そ
の
容
貌
・
風
姿
か
ら
想
像
で
き
る
よ
う
に
力
強
く
、
に
書
き
込
ん
で
い
く
字
体
で
あ
り
、
毛
筆
書
簡
も
、
一
字
一
字
桝
目
を
刻
む
よ
う
一
、
二
慣
用
的
崩
し
字
を
除
き
、
で
平
明
で
あ
る
。
原
稿
お
よ
び
書
簡
は
一
目
し
て
河
口
直
筆
と
確
認
で
き
た
。
今
、
そ
れ
ら
を
ま
ず
簡
略
に
紹
介
し
、
な
ぜ
そ
れ
ら
を
小
山
田
家
が
保
管
し
て
い
る
の
か
、
順
次
そ
の
経
過
を
た
ど
っ
て
い
き
た
い
。
な
お
、
小
山
田
知
子
さ
ん
は
画
廊
「
湘
南
く
じ
ら
館
」
の
共
同
経
営
者
で
も
あ
る
。
残
さ
れ
た
原
稿
・
書
簡
類
河
口
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
各
単
行
本
の
ほ
か
、
う
し
お
書
店
が
編
纂
し
た
『
河
口
一一一一
河
口
慧
海
著
『
正
糞
悌
教
』
直
筆
原
稿
に
つ
い
て
慧
海
著
作
集
』
全
一
七
巻
お
よ
び
別
巻
三
巻
(
後
、
全
集
と
改
題
)
(
後
口
〈
ロ
|
問
。
冨
版
刊
行
)
お
よ
び
大
正
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
河
口
慧
海
貴
重
資
料
を
網
羅
し
た
「
河
口
慧
海
全
集
」
補
巻
四
巻
(
平
成
二
二
年
二
一
月
第
一
巻
刊
行
)
が
あ
る
。
こ
う
し
た
膨
大
な
著
作
物
の
中
の
一
冊
が
『
正
員
悌
教
』
で
あ
る
。
な
お
河
口
の
評
伝
・
業
績
研
究
に
つ
い
て
は
、
多
数
あ
る
中
か
ら
次
の
優
れ
た
3
点
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
河
口
正
『
河
口
慧
海
」
(
昭
和
三
六
年
・
春
秋
社
)
高
山
龍
一
二
「
河
口
慧
海
|
人
と
旅
と
業
績
|
』
(
平
成
一
一
年
・
大
明
堂
)
ほ
か
奥
山
直
司
『
評
伝
河
口
慧
海
』
(
平
成
一
五
年
・
中
央
公
論
新
杜
)
河
口
慧
海
原
著
『
正
虞
悌
教
』
[
古
今
書
院
刊
・
一
九
三
六
(
昭
和
一
一
)
年
八
月
一
O
日
発
行
]
本
論
全
4
7
8
頁
(
3
3
字
×
1
2行
、
頭
注
付
)
復
刻
版
う
し
お
書
庖
・
平
成
一
一
年
一
二
月
一
一
一
一
日
刊
「
河
口
慧
海
著
作
集
「
第
四
巻
同
県
悌
教
』
」
[
古
今
書
院
刊
・
一
九
三
六
(
昭
和
一
一
)
年
八
月
一
O
日
発
行
]
付
『
正
員
悌
教
解
題
』
(
資
料
提
供
宮
田
恵
美
氏
所
蔵
『
正
虞
悌
教
』
・
著
者
直
筆
書
き
込
み
文
)
解
説
「
慧
海
仏
教
学
の
成
立
」
奥
山
直
司
「
正
真
仏
教
』
(
日
高
彪
校
訂
)
『
河
口
慧
海
著
作
選
集
』
[
慧
文
社
二
O
一
O
(平
成
二
二
)
年
人
月
刊
]
こ
れ
ら
の
著
書
刊
行
の
元
に
な
っ
た
の
が
今
回
紹
介
す
る
河
口
直
筆
原
稿
で
あ
り
、
二
三
四
こ
れ
を
証
拠
づ
け
、
さ
ら
に
著
述
の
動
機
や
経
過
が
明
快
に
判
明
す
る
書
簡
が
以
下
に
紹
介
す
る
よ
う
に
保
存
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
筆
者
ば
か
り
で
な
く
河
口
学
研
究
者
に
と
っ
て
も
大
変
幸
い
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
(
1
)
南
・
小
山
田
家
保
管
・
河
口
慧
海
直
筆
原
稿
『
正
真
悌
教
』
構
成全
体
が
5
個
に
分
割
さ
れ
、
二
つ
折
り
さ
れ
た
目
次
を
除
き
、
右
肩
を
木
綿
糸
で
綴
っ
て
止
め
て
い
る
。
各
綴
り
と
用
紙
の
型
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
1 
正
真
偽
教
序
文
2
0
字
×
1
0行
(
頭
住
用
余
白
付
)
3
9
頁
(
悌
教
専
用
会
翻
訳
部
用
紙
)
2 
正
真
偽
教
目
次
2
5
頁
(
銀
座
伊
東
屋
製
用
紙
)
2
5
字
×
2
4
行
3 
正
員
備
教
第
一
額
2
0
字
×
1
0行
(
頭
注
用
余
白
付
)
2
2
7
頁
(
悌
教
専
用
会
翻
訳
部
用
紙
)
4 
正
真
偽
教
第
二
綴
2
0
字
×
1
0
行
2
7
6
頁
(
同
右
)
5 
正
真
偽
教
第
三
綴
2
8
1
頁
(
同
右
)
2
0
字
×
1
0
行
正
合
計
目
次
2
5
貰
本
文
8
2
3
頁
合
計
1
7
9
，
6
0
0字
4
0
0
字
詰
め
合
計
(
約
)
4
5
0枚
1
8
0
，
o
o
o字
(2)
南
・
小
山
田
家
保
管
・
河
口
慧
海
直
筆
書
簡
等
こ
こ
で
は
河
口
が
差
し
出
し
た
書
簡
類
の
宛
先
、
書
状
の
種
類
等
の
み
順
次
掲
げ
、
書
状
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
関
係
す
る
行
文
の
な
か
で
適
宜
紹
介
、
引
用
す
る
こ
と
と
L
た
い
。
書
状
1宛
先
封
筒
書
簡
用
紙
書
状
2
宛
先
発
信
人
九
月
九
日
書
簡
用
紙
書
状
3宛
先
発
信
人 封
書
(
白
色
封
筒
)
入
り
山
本
氏
へ
の
在
家
仏
教
著
述
に
関
す
る
尋
ね
書
書
状
4
封
書
(
白
色
封
筒
)
入
り
宛
先
鎌
倉
町
大
町
妙
本
寺
前
表
「
周
盤
雲
鐘
」
銘
青
銅
器
形
象
押
印
南
文
蔵
殿
裏
「
右
文
閤
」
銘
入
り
3
銭
切
手
消
印
不
明
便
せ
ん
1
枚
本
文
1
0行
ペ
ン
書
発
信
人
東
京
市
世
田
谷
区
代
田
一
丁
目
六
三
五
ノ
十
一
号
(
小
田
急
中
原
駅
下
車
)
昭
和
一
O
年
三
月
二
十
二
日
日
付
あ
り
在
家
傍
教
修
行
圏
河
慧
海
口
封
書
(
茶
封
筒
)
入
り
神
奈
川
県
鎌
倉
大
町
昭
和
十
一
年
七
月
四
日
(
日
付
以
外
は
印
刷
)
妙
本
寺
前
書
簡
用
紙
和
紙
毛
筆
書
南
文
蔵
殿
3
銭
切
手
消
印
1
0
・
9
・
1
0
新
潟
県
赤
倉
温
泉
不
知
庵
書
状
5
封
書
(
白
色
封
筒
)
入
り
(
在
家
悌
教
修
行
圃
用
封
筒
使
用
)
河
海
口
慧
宛
先
鎌
倉
町
大
町
妙
本
寺
前
夜
九
時
書
南
文
蔵
殿
和
紙
毛
筆
3
銭
切
手
消
印
新
潟
・
関
川
発
信
人
越
後
国
赤
倉
温
泉
不
知
庵
封
書
(
白
色
封
筒
)
入
り
神
奈
川
県
鎌
倉
町
大
町
河
慧
海
口
妙
本
寺
前
昭
和
十
一
年
八
月
十
三
日
南
文
蔵
殿
書
簡
用
紙
銀
座
伊
東
屋
製
原
稿
用
紙
お
字
×
担
行
ベ
ン
書
3
銭
切
手
消
印
新
潟
・
関
川
東
京
市
世
田
谷
区
代
田
一
丁
目
六
三
五
の
十
書
状
6
封
書
(
白
色
封
筒
)
入
り
河
海
口
慧
宛
先
午
後
九
時
神
奈
川
県
鎌
倉
町
大
町
南
文
蔵
殿
妙
本
寺
前
書
簡
用
紙
十
年
十
二
月
八
日
1
i
・
q
h
p
o
后
4
1
8
和
紙
毛
筆
3
銭
切
手
消
印
河
口
慧
海
著
『
正
島
県
悌
教
』
直
筆
原
稿
に
つ
い
て
二
三
五
河
口
慧
海
著
『
正
虞
悌
教
』
直
筆
原
稿
に
つ
い
て
発
信
人
東
京
市
世
田
谷
区
代
田
一
丁
目
六
三
五
ノ
十
一
号
(
小
田
急
中
原
駅
下
車
)
在
家
備
教
修
行
圏
河
海
口
慧
昭
和
十
二
年
一
月
廿
六
日
(
日
付
以
外
は
印
刷
)
書
簡
断
簡
3
点
和
紙
河
口
慧
海
後
付
け
(
6
1
1
)
用
紙
郵
便
は
が
き
1
通
(
6
1
2
)
毛
筆
書
2
点
(
6
1
3
・
4
)
出
荷
案
内
状
1
通
(
6
1
5
)
(
そ
の
他
2
点
角
封
筒
入
り
各
種
案
内
(
7
1
1
・
2
)
に
つ
い
て
は
後
述
)
四
著
作
ゆ
か
り
に
つ
い
て
南
文
蔵
と
い
う
人
以
上
、
紹
介
し
た
河
口
直
筆
の
書
簡
の
宛
先
は
す
べ
て
南
文
蔵
氏
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
小
山
田
知
子
さ
ん
が
保
管
す
る
に
至
っ
た
経
緯
に
は
ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
お
会
い
し
て
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
保
存
さ
れ
た
書
簡
類
に
共
通
に
書
か
れ
る
河
口
の
宛
先
、
南
文
蔵
氏
〈
一
八
七
六
(
明
治
九
)
年
l
一
九
四
二
(
昭
和
一
七
)
年
〉
の
お
子
さ
ん
8
人
の
三
女
が
南
ま
さ
子
さ
ん
(
結
婚
し
て
佐
伯
姓
と
な
る
)
で
あ
り
、
ま
さ
子
さ
ん
の
長
女
が
佐
伯
知
子
さ
ん
(
結
婚
し
て
小
山
田
姓
と
な
る
)
、
す
な
わ
ち
南
文
蔵
氏
の
孫
に
当
た
る
方
で
あ
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
こ
の
南
文
蔵
氏
に
つ
い
て
名
前
を
聞
い
た
瞬
間
、
筆
者
に
は
ふ
と
思
い
あ
た
っ
た
事
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
最
近
惜
し
ま
れ
つ
つ
終
刊
と
な
っ
た
、
タ
ウ
ン
誌
の
草
分
け
的
存
在
で
あ
り
、
作
家
森
ま
ゆ
み
さ
ん
ら
が
編
集
発
行
し
て
い
た
季
刊
誌
『
地
域
雑
誌
谷
一二ニムハ
中
・
根
津
・
千
駄
木
』
(
谷
根
千
工
房
刊
)
(
通
称
谷
根
千
)
に
確
か
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
、
明
治
時
代
東
京
・
日
暮
里
で
ネ
ク
タ
イ
製
造
業
を
手
広
く
始
め
た
そ
の
人
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
事
で
あ
っ
た
。
佐
伯
ま
さ
こ
さ
ん
は
幼
少
時
代
の
南
文
蔵
氏
の
記
憶
を
語
ら
れ
、
南
氏
が
一
七
歳
で
輸
入
雑
貨
の
三
枝
商
庖
か
ら
独
立
、
ネ
ク
タ
イ
製
造
を
始
め
、
後
に
「
赤
帽
印
ネ
ク
タ
イ
」
工
場
を
創
設
、
一
世
を
風
廃
し
た
が
、
さ
ら
に
事
業
成
功
の
後
、
経
営
は
他
人
に
任
せ
、
自
分
は
不
動
産
業
と
い
う
べ
き
か
、
土
地
・
建
物
の
設
計
・
建
築
に
大
い
に
関
心
を
注
い
だ
豪
快
な
人
だ
っ
た
と
い
う
。
因
み
に
、
筆
者
は
あ
る
会
合
で
森
ま
ゆ
み
さ
ん
と
お
会
い
し
た
と
き
、
哲
学
館
出
身
の
河
口
慧
海
が
、
本
郷
区
根
津
(
現
在
東
京
都
文
京
区
内
)
の
宮
永
町
に
住
ん
で
い
た
ん
で
す
よ
と
話
し
か
け
た
事
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
機
会
に
森
さ
ん
は
早
速
取
材
に
移
ら
れ
、
「
谷
根
千
」
(
其
の
六
十
九
号
)
に
「
ス
リ
l
イ
ヤ
1
ズ
・
イ
ン
・
チ
ベ
ッ
ト
河
口
慧
海
と
根
津
宮
永
町
」
(
3
1
1
3
6
頁
)
、
「
津
谷
明
治
聞
き
書
き
根
津
の
旦
那
津
谷
宇
之
助
と
河
口
慧
海
」
(
4
3
1
4
6
頁
)
の
記
事
を
ま
と
め
ら
れ
た
。
筆
者
は
当
日
訪
問
の
後
、
「
谷
根
千
」
を
見
返
し
、
「
赤
帽
印
ネ
ク
タ
イ
l
南
文
蔵
氏
を
追
う
」
(
其
の
六
十
二
号
)
、
『
「
南
文
蔵
氏
を
追
う
」
補
遺
・
前
編
父
・
文
蔵
の
思
い
出
|
南
あ
ぐ
り
さ
ん
に
聞
く
』
(
其
の
六
十
四
号
)
、
『
「
南
文
蔵
氏
を
追
う
」
補
遺
・
後
編
南
家
の
四
姉
妹
』
の
一
一
一
編
を
読
み
返
し
、
商
家
の
歴
史
と
、
南
氏
が
建
て
た
多
く
の
鎌
倉
で
の
住
宅
の
ほ
か
、
伊
東
に
別
荘
が
建
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
図
ら
ず
も
谷
根
千
が
河
口
慧
海
と
南
文
蔵
お
よ
び
そ
の
一
家
を
結
び
つ
け
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
五
河
口
の
外
護
者
|
南
文
蔵
氏
「
正
員
仏
教
』
序
文
末
尾
に
次
の
一
文
が
あ
る
。
斯
の
如
き
必
要
を
痛
感
せ
ら
れ
た
伊
東
寓
居
の
或
隠
士
は
、
若
干
の
浄
資
を
提
供
し
て
、
釈
尊
の
本
旨
を
詳
示
せ
ん
こ
と
を
余
に
求
め
ら
れ
た
。
余
は
そ
の
要
求
の
真
正
菩
提
的
な
る
を
歓
ん
で
、
こ
こ
に
数
月
を
費
や
し
て
、
行
詰
ま
れ
る
現
代
我
国
偽
教
の
根
本
的
革
命
の
基
本
と
な
ら
ん
仏
陀
釈
尊
の
本
旨
を
弾
明
し
て
、
世
に
発
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
昭
和
十
一
年
七
月
十
九
日
東
都
世
田
谷
代
田
の
寓
、
在
家
側
教
修
行
団
に
て
河
口
慧
海
謹
ん
で
誌
す
」
(
一
部
常
用
漢
字
に
直
す
、
傍
線
部
分
は
原
著
に
な
し
)
筆
者
が
|
線
を
付
し
た
「
伊
東
寓
居
の
或
隠
士
」
こ
そ
、
南
文
蔵
で
あ
り
、
『
正
真
仏
教
』
執
筆
の
た
め
の
保
護
者
と
な
り
、
チ
ベ
ッ
ト
語
辞
典
編
纂
の
便
宜
を
与
え
た
人
で
あ
っ
た
。
先
に
紹
介
し
た
書
簡
類
の
順
序
と
は
異
な
る
が
、
書
状
5
に
「
正
真
仏
教
』
の
完
成
を
報
じ
る
中
で
河
口
は
次
の
よ
う
に
感
謝
の
意
を
述
べ
る
。
(
な
お
本
稿
に
引
く
河
口
書
状
は
出
来
る
だ
け
原
丈
の
ま
ま
と
し
た
が
、
一
部
に
限
り
送
り
仮
名
を
増
し
、
ま
た
字
順
を
換
え
読
み
取
り
ゃ
す
く
し
た
こ
と
を
お
許
し
願
い
た
い
。
)
拝
政
ι」
残
暑
厳
し
く
候
慮
貴
家
御
一
統
様
御
清
健
之
趣
を
欣
賀
候
小
生
丈
夫
に
て
筆
硯
三
昧
に
従
事
致
し
候
間
乍
ら
余
事
御
放
神
下
れ
度
願
奉
候
兼
ね
て
出
版
に
行
き
悩
み
を
生
じ
居
り
候
小
著
正
真
偽
教
之
義
は
愈
々
兼
て
申
上
候
通
り
神
田
の
古
今
書
院
よ
り
護
行
相
成
候
ニ
付
此
に
一
本
呈
上
仕
候
本
日
書
留
小
包
を
以
て
郵
送
此
の
間
到
着
之
上
は
御
一
読
な
し
下
れ
度
願
奉
候
省
み
れ
パ
昨
年
二
月
よ
り
貴
下
の
外
護
に
依
り
鎌
倉
に
四
ヶ
月
伊
東
に
三
ヶ
月
赤
倉
に
二
ヶ
月
を
費
し
て
脱
稿
し
た
る
正
真
偽
教
は
そ
ひ
き
の
後
出
版
の
引
(
イ
ン
ク
の
穆
み
に
よ
り
ル
ピ
を
振
る
)
受
手
な
き
に
困
り
居
り
候
慮
河
口
慧
海
著
『
正
国
民
崩
御
教
』
直
筆
原
稿
に
つ
い
て
幸
に
古
今
書
院
の
主
人
は
喜
ん
で
出
版
致
し
候
聞
大
に
貴
下
の
ご
厚
意
ニ
も
報
ゆ
る
の
好
機
舎
を
得
た
る
こ
と
を
喜
び
申
候
此
ニ
改
め
て
貴
下
の
貴
重
な
る
保
護
に
依
て
世
に
正
し
い
真
の
悌
教
を
送
り
出
す
こ
と
を
得
た
る
こ
と
を
鳴
謝
奉
候
(
昭
和
一
一
年
八
月
二
二
日
付
)
こ
の
書
状
中
、
「
貴
下
の
外
護
」
、
「
貴
重
な
る
保
護
」
に
依
り
出
版
が
完
成
し
た
こ
と
、
筆
硯
三
味
に
過
ご
せ
た
鎌
倉
の
四
ヶ
月
は
、
南
文
蔵
の
「
父
は
鎌
倉
で
十
何
件
も
家
を
建
て
ま
し
た
」
(
前
掲
谷
根
千
其
の
六
十
四
)
う
ち
の
一
軒
で
あ
ろ
う
。
別
荘
で
あ
る
伊
東
に
三
ヶ
月
は
、
南
あ
ぐ
り
さ
ん
の
思
い
出
と
し
て
「
河
口
慧
海
さ
ん
と
の
交
流
」
と
し
て
「
父
は
根
津
に
住
ん
で
い
ら
し
た
河
口
慧
海
さ
ん
が
と
て
も
好
き
で
、
傾
倒
し
て
い
た
の
で
す
が
、
慧
海
さ
ん
が
チ
ベ
ッ
ト
語
の
辞
書
を
書
く
と
い
う
の
で
、
う
ち
の
別
荘
を
お
貸
し
し
ま
し
た
。
資
金
援
助
も
し
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
」
(
(
前
掲
谷
根
千
其
の
六
十
四
)
と
あ
る
。
河
口
が
根
津
宮
永
町
に
住
ん
で
い
た
の
は
、
「
雪
山
会
」
を
改
め
「
偽
教
宣
揚
会
」
と
し
た
大
正
九
年
か
ら
昭
和
二
年
、
「
在
家
傍
教
圏
」
設
立
を
経
た
昭
和
五
年
ま
で
で
あ
る
が
、
い
つ
頃
か
ら
伊
東
の
別
荘
を
借
り
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
始
ま
り
は
不
明
で
あ
る
。
『
正
翼
悌
教
』
著
作
以
前
に
す
で
に
西
蔵
文
典
作
成
・
清
書
の
為
に
も
伊
東
の
別
荘
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。赤
倉
に
二
ヶ
月
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
新
潟
県
赤
倉
温
泉
の
不
知
庵
の
こ
と
で
、
前
掲
書
状
2
，
3
，
5
の
差
し
出
し
地
で
あ
る
。
是
に
つ
い
て
は
前
掲
奥
山
直
司
氏
「
評
伝
河
口
慧
海
』
に
「
(
昭
和
九
年
)
こ
こ
何
年
か
の
問
、
慧
海
は
、
七
月
に
大
正
大
学
が
一
夏
を
こ
の
風
光
明
婦
な
高
原
で
過
ご
す
ま
つ
ば
や
し
け
い
げ
つ
ふ
ち
あ
ん
の
が
恒
例
と
な
っ
て
い
た
。
滞
在
先
は
画
家
松
林
桂
月
の
提
供
す
る
不
知
庵
と
い
う
夏
休
み
に
入
る
と
新
潟
県
の
赤
倉
に
行
き
、
二
三
七
河
口
慧
海
著
『
正
虞
悌
教
』
直
筆
原
稿
に
つ
い
て
二
聞
の
庵
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
桂
月
の
別
荘
五
秀
山
房
の
杉
林
の
中
に
あ
っ
て
、
渓
流
に
臨
み
、
窓
か
ら
は
妙
高
山
が
見
え
た
。
一
方
、
冬
休
み
や
春
休
み
に
は
伊
東
、
湯
河
原
、
大
磯
、
千
葉
の
青
堀
温
泉
な
ど
に
出
掛
け
、
後
援
者
の
招
き
で
別
府
ま
で
足
を
延
ば
し
た
こ
と
も
あ
る
。
目
的
は
あ
く
ま
で
執
筆
に
専
念
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
温
泉
地
が
選
ば
れ
て
い
る
の
は
、
持
病
の
リ
ュ
ー
マ
チ
や
痔
疾
の
療
養
を
兼
ね
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
」
と
あ
る
。
河
口
は
チ
ベ
ッ
ト
文
献
の
請
来
や
著
作
出
版
の
為
、
決
し
て
多
く
は
な
い
が
政
財
界
ほ
か
の
信
者
・
保
護
者
を
得
て
お
り
、
青
森
や
岩
手
の
温
泉
地
に
あ
る
別
荘
へ
の
招
待
も
度
々
で
あ
っ
た
。
前
掲
河
口
正
『
河
口
慧
海
』
(
新
版
)
2
8
5
1
2
8
8
頁
に
河
口
と
松
林
桂
月
の
出
会
い
を
詳
し
く
述
べ
、
別
邸
不
知
庵
を
大
正
一
二
年
大
震
災
の
明
年
か
ら
河
口
に
提
供
し
、
「
十
五
六
年
間
に
亘
っ
て
、
一
度
も
来
遊
せ
ら
れ
な
い
年
は
な
か
っ
た
。
」
と
あ
る
。
圃 ι圃
J、
書
簡
に
み
る
『
正
員
偽
教
』
著
作
の
過
程
書
状
1
に
つ
い
て
|
山
本
安
三
郎
氏
こ
の
書
状
は
封
筒
に
「
山
本
氏
へ
の
在
家
仏
教
著
述
に
関
す
る
尋
ね
書
」
と
あ
る
が
住
所
が
書
か
れ
て
い
な
い
。
佐
伯
ま
さ
子
さ
ん
は
「
山
本
の
お
じ
さ
ん
」
と
云
っ
た
人
が
居
ら
れ
た
と
い
う
。
書
状
5
か
ら
云
え
ば
河
口
は
、
当
年
二
月
か
ら
四
ヶ
月
鎌
倉
に
い
た
と
い
う
事
で
あ
る
か
ら
、
季
節
外
れ
で
あ
る
降
雪
の
鎌
倉
か
ら
、
山
本
安
三
郎
へ
当
て
て
差
し
だ
そ
う
と
し
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
か
住
所
が
書
か
れ
て
い
な
い
。
宛
先
の
山
本
安
三
郎
が
河
口
の
縁
故
の
人
が
手
ず
か
ら
届
け
ら
れ
る
様
な
位
置
に
住
ま
い
し
て
い
た
為
で
あ
り
、
そ
れ
が
何
ら
か
の
理
由
で
南
家
に
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
三
人
書
簡
(
6
|
2
)
に
昭
和
一
一
年
八
月
十
四
日
日
付
、
南
文
蔵
宛
の
発
信
人
伊
豆
国
伊
東
町
竹
影
荘
山
本
安
三
郎
の
同
封
さ
れ
た
郵
便
は
が
き
が
あ
る
。
前
掲
河
口
正
『
河
口
慧
海
』
(
新
版
)
に
「
冬
は
伊
東
の
山
本
安
三
郎
氏
お
よ
び
星
野
花
子
氏
の
別
荘
(
竹
影
荘
)
等
信
者
の
世
話
に
な
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
」
(
2
8
5
頁
)
、
『
河
口
さ
ん
は
伊
豆
伊
東
に
あ
る
信
者
の
居
宅
に
滞
在
し
て
居
ら
れ
て
、
(
略
)
さ
う
い
ふ
裸
の
座
禅
像
を
つ
く
る
気
が
あ
る
な
ら
い
つ
で
も
伊
東
で
モ
デ
ル
に
な
る
と
い
ふ
。
(
略
)
註
(
1
)
こ
の
座
禅
像
の
写
真
は
な
い
が
制
作
中
を
撮
ら
せ
た
写
真
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
光
太
郎
氏
、
裸
体
で
座
禅
し
て
い
る
慧
海
及
び
殆
ど
完
成
し
た
座
禅
蔵
が
写
っ
て
い
る
。
こ
の
写
真
の
説
明
に
は
「
昭
和
十
三
年
一
月
七
日
よ
り
高
村
光
太
郎
氏
原
型
創
始
、
八
日
午
前
十
時
光
氏
の
作
成
中
を
撮
影
、
当
時
当
地
在
住
の
医
師
山
本
安
三
郎
氏
の
診
断
、
身
長
五
尺
四
寸
(
略
)
行
年
七
十
三
歳
、
別
邸
主
星
野
花
子
万
自
の
発
企
に
て
撮
影
し
て
同
刀
自
よ
り
贈
ら
る
」
と
あ
る
。
」
(
2
8
9
1
2
9
0
頁
)
以
上
の
通
り
、
書
状
1
の
山
本
安
三
郎
は
、
伊
東
在
住
で
河
口
の
滞
在
し
て
い
る
信
者
(
商
家
)
宅
と
は
別
邸
、
竹
影
荘
に
住
む
医
師
で
あ
り
信
者
で
あ
る
と
云
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。当
地
は
昨
夜
来
降
雪
あ
り
三
四
寸
積
り
山
河
草
木
白
衣
を
蒙
り
美
(
う
る
)
は
し
く
見
へ
候
も
寒
気
甚
だ
厳
し
く
今
尚
ほ
曇
天
に
て
降
雪
の
後
ら
し
き
晴
も
無
之
候
拝
啓
さ
て
南
氏
御
依
頼
の
著
述
に
関
し
研
究
の
結
果
二
種
の
腹
案
を
得
申
候
在
家
仏
教
を
解
り
易
く
注
釈
的
に
誌
す
こ
と
。
一
一
は
在
家
悌
教
を
新
た
に
他
の
方
面
よ
り
明
か
に
す
る
こ
と
。
警
へ
ば
在
家
悌
教
の
名
を
用
い
ず
し
て
賓
験
悌
教
と
か
正
真
偽
一
は
忠
実
に
教
と
云
ふ
表
題
の
下
に
在
家
悌
教
の
真
義
を
明
か
に
す
る
如
き
に
候
何
れ
が
宜
し
く
候
や
ご
希
望
あ
ら
ば
御
知
ら
せ
下
さ
れ
度
何
れ
近
日
南
氏
に
も
相
談
可
致
考
に
候
以
下
略
昭
和
十
年
三
月
一
一
十
二
日
海
i可
口
慧
河
口
が
『
在
家
悌
教
」
を
刊
行
し
た
の
は
大
正
一
五
年
九
月
で
あ
る
。
筆
者
は
専
門
家
で
は
な
い
の
で
著
作
の
い
き
さ
つ
や
社
会
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
前
掲
奥
山
氏
の
解
説
に
ゆ
だ
ね
る
と
し
て
、
発
刊
以
来
一
O
年
を
経
て
、
さ
ら
に
河
口
の
研
究
は
進
ん
で
い
た
。
年
来
の
願
望
で
あ
っ
た
チ
ベ
ッ
ト
語
辞
典
編
纂
事
業
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
在
家
例
教
主
張
の
根
拠
を
よ
り
鮮
明
に
国
民
に
示
す
為
、
な
お
一
層
努
力
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
高
ま
っ
て
き
て
い
た
。
そ
の
上
、
保
護
者
南
丈
蔵
の
依
頼
と
い
う
大
義
名
分
も
あ
る
。
釈
尊
本
尊
主
義
を
貫
き
、
大
乗
仏
教
の
本
義
を
明
ら
か
に
す
る
責
任
を
河
口
は
い
か
な
る
手
法
を
以
て
果
た
そ
う
と
し
て
い
た
か
。
こ
の
時
点
で
ほ
ぼ
構
想
は
固
ま
つ
て
き
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
書
状
2
に
つ
い
て
i
原
稿
書
写
料
本
状
は
日
付
が
昭
和
十
年
九
月
九
日
と
あ
る
よ
う
に
、
書
状
ー
か
ら
六
ヶ
月
未
満
で
あ
る
。
こ
の
年
五
月
に
は
「
『
蔵
和
辞
典
』
編
纂
計
画
を
発
表
着
手
」
(
前
掲
高
山
年
表
)
と
あ
る
が
、
す
で
に
新
著
は
『
正
員
悌
教
』
と
決
め
て
著
作
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
赤
倉
不
知
庵
に
お
い
て
、
保
護
者
南
文
蔵
か
ら
原
稿
書
写
料
と
し
て
金
百
円
が
送
金
さ
れ
た
。
拝
啓
残
暑
殊
之
外
厳
し
く
候
慮
御
清
健
之
趣
喜
び
申
候
此
の
度
御
無
理
御
願
ひ
申
上
候
鹿
早
速
原
稿
書
寓
料
と
し
て
金
壱
百
固
也
電
報
に
て
御
送
金
下
さ
れ
本
日
午
後
二
時
三
O
分
到
着
致
し
候
直
に
関
川
郵
便
局
(
行
程
壱
里
半
)
へ
出
懸
け
受
取
申
候
河
口
慧
海
著
『
正
員
悌
教
』
直
筆
原
稿
に
つ
い
て
陰
に
て
窮
境
助
か
り
宜
し
く
御
礼
申
上
候
来
る
十
二
日
当
地
出
立
十
四
日
帰
京
十
五
日
自
宅
講
演
之
予
定
に
候
ま
ず
は
報
知
か
た
が
た
御
礼
ま
で
如
是
に
御
座
候
也
書
状
3
に
つ
い
て
l
南
家
へ
「
原
稿
」
進
呈
一
一
一
月
八
日
、
『
正
員
偽
教
』
「
原
稿
」
が
い
よ
い
よ
で
き
あ
が
っ
た
と
い
う
知
ら
せ
で
あ
る
。
東
京
代
田
の
自
宅
か
ら
差
し
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
決
断
か
ら
八
ヶ
月
足
ら
ず
で
約
五
O
O
頁
に
上
る
著
書
を
書
き
上
げ
た
こ
と
に
な
る
。
南
家
に
残
さ
れ
た
自
筆
原
稿
と
比
較
し
て
、
本
文
頁
の
数
え
方
は
余
白
の
取
り
方
に
依
る
が
、
序
文
一
二
九
頁
、
目
次
二
五
枚
は
こ
の
書
状
の
数
字
と
一
致
す
る
。
但
し
、
最
初
に
書
か
れ
た
「
原
稿
か
ら
の
筆
写
本
」
こ
そ
此
の
度
話
題
の
南
家
に
残
さ
れ
た
そ
の
も
の
の
よ
う
で
、
こ
れ
を
筆
写
完
成
後
別
の
原
稿
が
印
刷
用
と
し
て
出
版
社
に
因
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
し
、
発
刊
す
る
出
版
社
の
名
前
は
ま
だ
出
て
こ
な
い
。
拝
啓
寒
気
厳
し
く
椙
成
候
慮
貴
家
御
一
統
様
御
清
健
之
趣
大
賀
奉
り
度
く
兼
て
申
上
候
如
く
原
稿
残
部
之
寓
本
は
漸
ゃ
く
数
日
前
出
来
上
り
そ
れ
よ
り
原
稿
と
寓
本
と
照
合
し
っ
、
目
次
を
調
製
し
っ
、
進
み
候
鹿
本
日
只
今
出
来
上
り
候
に
付
き
原
稿
分
本
文
六
百
九
十
一
頁
と
序
文
三
十
九
頁
と
日
次
二
十
五
枚
(
二
十
四
行
二
十
五
字
詰
)
お
渡
し
す
る
運
び
ニ
な
り
居
り
候
御
都
合
ニ
て
貴
下
の
使
者
を
御
送
り
下
さ
れ
候
は
ば
御
渡
し
可
申
侯
遅
れ
て
も
宜
し
く
候
ハ
ば
小
生
十
七
八
日
頃
伊
東
へ
来
る
途
中
持
参
致
し
て
も
宜
し
く
候
尚
ほ
一
度
書
く
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
に
候
へ
パ
大
事
を
と
り
確
か
に
御
手
元
に
つ
く
様
に
致
し
た
し
と
願
い
居
り
候
間
右
何
れ
と
も
至
急
に
ご
返
事
下
さ
れ
度
先
ハ
取
敢
ず
要
件
の
み
申
上
候
也
以
上
御
書
状
4
に
つ
い
て
出
版
者
決
ま
る
九
河
口
慧
海
著
『
正
真
偽
教
』
直
筆
原
稿
に
つ
い
て
せ
っ
か
く
で
き
あ
が
っ
た
原
稿
も
す
ぐ
に
は
印
刷
さ
れ
な
か
っ
た
。
出
版
者
探
し
に
手
間
取
っ
た
為
で
あ
る
。
し
か
し
、
間
も
な
く
そ
れ
も
解
決
し
た
。
次
の
書
状
は
昭
和
十
一
年
七
月
四
日
付
で
あ
る
が
、
そ
の
二
ヶ
月
前
に
古
今
書
院
に
決
ま
っ
た
と
い
う
。
拝
啓
梅
雨
も
漸
ゃ
く
晴
れ
ん
と
す
る
折
か
ら
貴
家
御
ご
一
統
様
ご
機
嫌
好
し
く
候
や
御
尋
ね
申
し
上
げ
候
此
春
以
来
蔵
語
文
典
清
書
の
た
め
甚
だ
多
忙
に
打
過
ご
し
お
尋
ね
も
申
上
ず
失
礼
致
し
候
兼
ね
て
御
厚
意
に
出
来
上
り
し
正
真
偽
教
も
善
き
出
版
者
を
得
て
只
今
出
版
の
為
活
字
組
み
立
て
中
に
候
先
々
月
よ
り
始
め
本
日
ま
で
に
百
七
十
六
頁
ま
で
初
校
正
は
了
ハ
り
候
此
の
調
子
に
て
進
め
ば
九
月
頃
に
ハ
出
版
護
買
の
運
び
に
至
る
べ
し
と
存
じ
候
書
籍
は
予
定
の
在
家
仰
教
よ
り
は
百
頁
あ
ま
り
も
多
く
な
る
見
込
み
ニ
候
右
の
次
第
に
て
難
産
な
り
し
出
版
も
愈
々
確
実
に
出
る
こ
と
と
相
成
り
候
間
乍
ら
余
事
は
安
心
下
れ
度
候
出
版
書
障
は
神
田
駿
河
台
二
丁
目
の
古
今
書
院
に
て
地
理
文
学
の
書
類
出
版
を
専
門
に
し
て
ゐ
る
堅
固
な
る
本
屋
に
て
候
先
ハ
御
不
音
を
謝
し
御
報
道
ま
で
如
是
ニ
御
座
候
也
敬
具
七
月
四
日
書
状
5
に
つ
い
て
|
苦
心
の
末
、
『
正
員
備
教
』
完
成
(
前
半
部
分
再
録
)
拝
啓
残
暑
厳
し
く
候
虚
貴
家
御
一
統
様
御
清
健
之
趣
を
欣
賀
候
小
生
丈
夫
に
て
筆
硯
昧
に
従
事
致
し
候
間
乍
ら
余
事
御
放
神
下
れ
度
願
奉
候
兼
ね
て
出
版
に
行
き
悩
み
を
生
じ
居
り
候
小
著
正
真
偽
教
之
義
は
愈
々
兼
て
申
上
候
通
り
神
田
の
古
今
書
院
よ
り
護
行
相
成
候
ニ
付
此
に
一
本
呈
上
仕
候
本
日
書
留
小
包
を
以
て
郵
送
此
の
間
到
着
之
上
は
御
一
読
な
し
下
れ
度
願
奉
侯
省
み
れ
パ
昨
年
二
月
よ
り
貴
下
の
外
護
に
依
り
鎌
倉
に
四
ヶ
月
伊
東
に
三
ヶ
月
赤
倉
に
二
ヶ
月
を
費
し
て
脱
稿
し
た
る
正
真
偽
教
は
そ
の
ひ
き
後
出
版
の
引
(
イ
ン
ク
の
諺
み
に
よ
り
ル
ビ
を
振
る
)
受
手
な
き
に
困
り
居
り
候
慮
幸
二
四
O
に
古
今
書
院
の
主
人
は
喜
ん
で
出
版
致
し
候
間
大
に
貴
下
の
ご
厚
意
ニ
も
報
ゆ
る
の
好
機
舎
を
得
た
る
こ
と
を
喜
び
申
候
此
ニ
改
め
て
貴
下
の
貴
重
な
る
保
護
に
依
て
世
に
正
し
い
真
の
備
教
を
送
り
出
す
こ
と
を
得
た
る
こ
と
を
鳴
謝
奉
候
次
に
是
の
如
き
主
旨
は
成
る
可
く
康
く
世
に
知
ら
し
め
た
く
願
い
居
り
候
ニ
付
貴
下
之
知
合
い
に
て
御
求
め
下
れ
候
な
ら
パ
結
構
之
事
と
存
じ
候
の
贈
物
の
代
(
イ
ン
ク
の
濠
み
に
よ
り
ル
ピ
を
振
る
)
使
用
下
れ
候
ハ
パ
一
奉
両
得
の
猶
ほ
貴
下
に
し
て
何
か
義
と
存
じ
候
此
上
製
上
紙
の
分
は
特
に
小
生
よ
り
注
文
し
て
製
作
せ
し
も
の
ニ
て
本
金
弐
固
五
十
銭
宛
ニ
候
間
御
入
用
之
節
は
何
本
に
で
も
宜
し
く
候
間
小
生
宛
に
お
申
込
下
れ
度
御
依
頼
申
上
候
先
は
呈
本
ま
で
如
是
に
候
也
昭
和
十
一
年
八
月
十
三
日
本
稿
最
初
に
引
い
た
書
状
5
の
続
き
は
出
版
の
喜
び
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
河
口
の
チ
ベ
ッ
ト
学
成
就
に
は
さ
ら
に
厳
し
い
財
政
上
の
問
題
も
追
っ
て
い
た
。
『
チ
ベ
ッ
ト
語
辞
典
』
の
編
纂
で
あ
る
。
資
金
は
い
く
ら
あ
っ
て
も
足
り
な
い
。
『
正
員
備
教
」
上
梓
と
同
時
に
少
し
で
も
多
く
こ
れ
を
売
り
さ
ば
き
、
次
の
資
金
を
つ
く
る
こ
と
、
そ
の
為
に
は
河
口
の
唱
え
る
ウ
パ
l
サ
カ
(
在
家
仏
教
)
の
道
が
全
国
に
広
ま
る
こ
と
、
そ
し
て
自
ら
工
夫
し
た
方
法
を
以
て
、
南
家
の
よ
う
な
支
援
者
に
も
さ
ら
に
さ
ら
に
力
を
尽
く
し
て
も
ら
い
た
い
と
堂
々
と
御
願
い
を
申
し
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
書
状
|
6
外
護
者
の
動
き
此
処
に
納
め
ら
れ
て
い
る
河
口
書
簡
は
主
文
が
切
断
さ
れ
、
後
付
け
部
分
の
み
残
さ
れ
た
。
内
容
は
全
く
推
測
の
し
ょ
う
も
な
い
。
た
ま
た
ま
同
一
の
封
筒
内
に
残
さ
れ
た
南
文
蔵
の
活
動
が
み
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
資
料
を
此
処
に
再
現
し
て
参
考
に
供
し
た
い
。
書
簡
(
6
1
1
)
御
挨
拶
ま
で
如
是
ニ
御
座
候
也
昭
和
十
二
年
一
月
廿
六
日
i可
口
慧
海
南
文
蔵
殿
梧
下
書
簡
(
6
1
2
)
(郵
便
は
が
き
)
宛
先
神
奈
川
県
鎌
倉
町
大
町
南
文
蔵
殿
妙
本
寺
門
前
切
手
消
印
静
岡
・
伊
東
日
・
8
・
H
后
8
l
u
発
信
人
山
本
安
三
郎
八
月
十
四
日
伊
豆
国
伊
東
町
竹
影
荘
一
両
日
来
又
々
暑
気
加
り
候
折
柄
皆
様
ご
無
事
に
候
や
貴
蓋
に
ハ
相
変
わ
ら
ず
ご
多
忙
の
ご
様
子
何
と
ぞ
残
暑
厳
し
き
折
御
自
愛
に
相
成
り
御
無
理
な
さ
ら
ぬ
よ
う
祈
上
げ
候当
地
一
ヶ
月
間
も
雨
無
く
こ
の
間
一
二
回
挨
押
さ
へ
の
小
雨
あ
り
し
の
み
乾
燥
甚
し
く
日
々
急
雨
を
待
ち
居
り
申
候
皆
様
へ
よ
ろ
し
く
願
い
上
げ
候
書
簡
(
6
1
3
)
用
紙
宛
先
和
紙
小
切
れ
不
詳
(
6
1
2
は
が
き
に
対
す
る
返
事
下
書
き
か
)
発
信
人
南
文
蔵
氏
?
会昨
ごニ 日
制御
基霊
長事
t言
如難
何育
品主
過 り
γ 後
E在
なし
合主 な
れが
候 ら
かの
と御
御無
噂沙
申汰
居致
候し
処居
御候
手
紙
頂
き
昨
今
殊
河
口
慧
海
著
「
正
虞
悌
教
』
直
筆
原
稿
に
つ
い
て
御
壮
健
の
御
様
子
に
拝
し
安
度
致
し
候
拙
宅
一
同
丈
夫
に
過
ご
し
居
り
候
間
御
放
念
下
さ
れ
度
伊
東
宅
も
何
か
と
お
世
話
様
相
成
居
り
一
寸
見
回
り
か
た
か
た
二
十
日
頃
参
り
度
手
筈
成
居
候
前
日
お
電
話
に
て
御
願
い
申
候
(
に
)
付
宜
し
く
御
願
上
候
河
口
師
あ
か
く
ら
よ
り
書
状
下
さ
れ
候
正
真
偽
教
出
版
出
来
の
御
案
内
を
受
け
同
時
に
御
贈
呈
下
さ
れ
候
新
本
を
賜
ゆ
只
今
落
手
致
し
白
か
ら
頭
下
が
る
思
い
致
し
候
是
も
一
編
に
貴
兄
の
御
指
導
に
依
る
賜
物
に
正
し
き
教
を
世
に
送
り
出
す
事
の
嬉
し
さ
御
一
慶
至
り
相
候
(
以
下
未
完
)
書
簡
(
6
1
4
)
用
紙
和
紙
小
切
れ
書
簡
(
6
1
3
)
の
第
一
回
の
下
書
き
か
。
(
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
為
省
略
)
書
簡
(
6
1
5
)
(同
封
)
出
荷
案
内
書
通
正
真
傍
教
員
数
8
著
者
「
河
口
慧
海
様
の
御
申
付
に
よ
り
御
送
附
申
し
候
右
之
通
り
出
荷
仕
候
也
昭
和
日
年
8
月
初
日
東
京
市
神
田
匝
駿
河
重
二
丁
目
十
番
地
圃
書
出
版
古
今
書
院
振
替
東
京
三
五
三
四
O
番
電
話
神
田
(
お
)
一
二
七
五
南
文
蔵
様
(
参
考
)
角
封
筒
書
簡
二
通
角
封
筒
入
り
各
種
案
内
(
7
1
1
)
四
河
口
慧
海
著
「
正
虞
備
教
』
直
筆
原
稿
に
つ
い
て
ト主4
列L
名
鎌
倉
町
妙
本
寺
前
南
丈
蔵
様
発
信
河
口
慧
海
師
蔵
和
辞
典
編
纂
後
援
会
(
1
)
小
冊
子
「
蔵
和
辞
典
編
纂
に
つ
い
て
護
願
主
河
口
慧
海
」
(2)
一
一
つ
折
り
「
浄
財
喜
捨
願
」
(
以
上
本
文
省
略
)
(3)
郵
便
は
が
き
表
東
京
都
本
郷
区
根
津
宮
永
町
一
九
津
谷
宇
之
助
殿
裏
御
喜
捨
金
額
御
支
払
方
法
(
嘗
方
ヨ
リ
集
金
郵
便
ニ
テ
頂
戴
可
仕
候
)
角
封
筒
入
り
各
種
案
内
(
7
1
2
)
ト i→・
列L
名
神
奈
川
県
鎌
倉
町
妙
本
寺
南
文
蔵
様
消
印
1
1
・
4
・
8
后
4
i
8
発
信
人
東
京
市
世
田
谷
区
代
田
一
丁
目
六
一
一
一
五
ノ
十
一
号
(
小
田
急
中
原
駅
下
車
)
在
家
悌
教
修
行
園
河
海
口
慧
(
1
)
一
一
一
花
祭
案
内
状
(2)
三
花
祭
祝
詞
(
後
付
け
に
「
勝
手
な
が
ら
こ
の
祝
辞
を
以
て
年
賀
に
は
欠
礼
致
し
ま
す
」
と
あ
り
)
(3)
三
花
祭
執
行
目
次
(
一
一
つ
折
り
)
(
4
)
A
3
版
用
紙
二
段
組
折
り
た
た
み
上
段
四
月
十
五
日
一
二
花
祭
日
を
以
て
祝
日
と
す
る
こ
と
の
静
下
段
謹
ん
で
釈
尊
御
誕
生
の
年
月
日
を
訂
正
す
(
と
も
に
本
文
省
略
)
二
四
二
七
ま
と
め
以
上
で
小
山
田
知
子
さ
ん
か
ら
紹
介
さ
れ
、
南
家
一
家
が
大
事
に
保
存
し
て
き
た
河
口
慧
海
著
『
正
員
悌
教
』
に
関
わ
る
筆
写
「
原
稿
」
こ
そ
河
口
の
自
筆
で
あ
り
、
特
別
に
南
家
に
謝
礼
の
意
味
を
込
め
て
贈
呈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
残
さ
れ
た
書
簡
類
で
「
正
虞
偽
教
』
著
作
及
び
発
刊
の
経
過
が
明
ら
か
に
な
り
、
し
か
も
、
そ
の
後
も
手
厚
く
支
援
を
続
け
た
南
家
の
姿
勢
も
判
明
し
た
。
本
年
十
月
三
日
、
小
山
田
家
に
二
回
目
の
訪
問
を
し
た
。
当
日
は
南
文
蔵
氏
の
長
女
南
あ
ぐ
り
さ
ん
・
南
幸
治
氏
ご
夫
妻
の
長
男
南
一
男
氏
が
同
席
さ
れ
た
。
河
口
原
稿
に
つ
い
て
は
南
一
男
氏
の
手
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
終
始
和
や
か
で
謙
虚
な
ご
一
家
か
ら
、
河
口
の
原
稿
及
び
書
簡
類
を
東
洋
大
学
図
書
館
に
寄
贈
し
、
後
学
の
役
に
立
つ
こ
と
を
熱
望
さ
れ
た
。
最
後
に
は
、
河
口
が
筆
写
し
た
在
家
仏
教
徒
に
与
え
る
コ
コ
学
」
(
戒
学
・
定
学
・
慧
学
)
の
書
が
桐
箱
に
収
め
ら
れ
南
家
に
複
数
保
存
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
一
つ
は
、
こ
れ
も
本
学
に
寄
贈
を
受
け
た
の
で
あ
る
が
、
河
口
の
ひ
た
す
ら
な
求
道
心
と
南
家
の
関
わ
り
が
話
題
と
な
り
尽
き
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
の
「
三
学
」
末
尾
に
は
「
昭
和
八
年
一
月
十
五
日
伊
東
一
草
亭
寓
」
と
あ
る
。
河
口
が
お
世
話
に
な
っ
た
伊
東
の
別
荘
の
雅
称
が
一
草
亭
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
次
い
で
同
一
二
月
五
日
本
学
図
書
館
薄
木
三
生
副
館
長
・
池
上
正
男
事
務
部
長
と
共
に
三
回
目
の
訪
聞
を
し
正
式
に
東
洋
大
学
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
る
旨
の
手
続
き
が
完
了
し
た
。
南
家
一
家
と
本
件
を
紹
介
下
さ
っ
た
小
山
田
知
子
さ
ん
に
感
謝
を
捧
げ
ま
す
。
(
平
成
二
二
年
一
二
月
七
日
記
)
『正真偽教J河口慧海直筆原稿
河
口
慧
海
著
「
正
員
悌
教
』
直
筆
原
稿
に
つ
い
て
南文蔵氏宛河口慧海直筆書状
四
「三学」の書南丈蔵氏宛河口慧海直筆書状
